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戦車が市中を走る！ 

こんな日常を望みますか？ 
 
 

☜ 自衛隊の“戦車”、 

生活道路を走る 

日米演習中の沖縄・与那国島 
  与那国町の県道を走る自衛隊の 
 戦闘車＝17 日午後 3時ごろ 
  2022 年 11月 17 日 15:18 
  沖縄タイムス より 

                      

戦車が走る１０㌔の一般道、赤信号で止まります ☞ 

市街地をゆっくり進む陸自の戦闘車両に手を振る親子 
（５月 30日、千歳市で）2022・06・02 読売新聞 より 
 

南から北から「戦車が市中を走る」キナ臭い情報。読売新聞は「手を振る親子」と、あ

たかも歓迎しているようなキャプション。他方、琉球新報は１１月１２日付、撮影を制し

画像データの削除を要求されたと報じています。こんな物騒な暮らしを望みますか？ 
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「塩川デイ」 現場からの報告 
                  本部町島ぐるみ会議共同代表 仲宗根須磨子 

♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦♢♦ 

 

 第 1回「塩川デイ」が 11 月 21日、22日の両

日、行われた。普段は淋しい塩川港に多くの人が集

結し、両日合わせて 320人余りの参加があった。 

 1日平均 600～650台、抗議行動をする人がいな

い時には、1000 台近くのダンプが入る塩川港に 11

月 21 日は 206台、11月 22日は 238 台にとどめ

た。 

 

抗議行動参加者の車が、ダンプの間に挟まれてなか

なか進めず、塩川港内に入れない中で、辛抱強く待

ちながらハンドルを握る人、整然と牛歩をしながら

も、辺野古以外の離島航路の業務等のダンプは止め

ずに通す参加者。トラックの台数をチェックする

人。マイクを握り歌う者。トイレの送迎車を担当す

る人。少し離れた所で救護班として控える人。手づ

くりのおやつを差し入れる人等・・・。 

 現場にいる全員が、それぞれの持ち場で、それぞ

れの役割を果たし 2日間の塩川デイを無事のりきっ

た。塩川港における抗議活動のルールを皆が守り、

実行したことで、事故もなく、怪我人もなく、逮捕

者を出すこともなかった。このことは実に見事であ

り、今後の活動においても一番大切なことである。

弾圧されることなく運動を続けてゆくためにもルー

ルを守りながら、しなやかに、したたかに展開して

いくことが大事だ。参加者の皆様の秩序ある行動に

心から感謝する。 

 しかしながら、第 1 日目に新たな問題が発生し

た。北部土木事務所の職員（4～5名）が、機動隊

といっしょになって、「速やかに移動してくださ

い。」「立ち止まらないでください。」と言葉で市

民の排除に加わった。前代未聞のできごとに、その

場で市民は抗議をした。 

 塩川港内は、一般の公道とは違い、道交法は適用

されない。誰がどこを歩いても自由である。歩行者

が優先なので合法的に牛歩をしている人の安全を守

るのが警察や防衛局の仕事である。 

 にもかかわらず、機動隊員はゆっくり牛歩してい

る人の腰に手を当て「速やかに移動して下さい。」

と後ろからグイグイ押してくる。その行為は、はた

から見れば親切に補助しているように見えるが、と

ても危険な行為である。押されたことのある人には

実によくわかる。特に年配者にとっては前につんの

めりそうになり、大怪我につながりかねない。その

ような危険な行為を注意するのが、県職員の仕事で

あるにもかかわらず、防衛局や警察等と一体となっ

て、県民の合法的な行動を押さえつけることは許さ

れない。 

 

 このことについては、後日、北部土木事務所に対

し、文書でもって謝罪し、今後の安全管理の対応に

ついてもどうするのか明記せよと申し入れた。 

 「塩川デイ」の反省会に於いて、意外にも「とて

も楽しかった。」という人が多かった。前述のよう

22.11.22 14：24 塩川港 

22.11.21 10：58 塩川港 
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に、搬入ダンプの台数にも現れているように、効果

が目に見えてわかるからである。「塩川は人さえ集

まれば止まる。」ということが証明された 2日間だ

った。 

 2日間とも早朝、7時から 8時までの 1 時間のあ

いだ、それぞれ 18 名、15名でダンプを１台も通さ

なかったと聞く。 

 防衛局は当初、地域住民との約束で 

① ダンプの搬入台数は 1日、160台とする。 

② 作業時間は朝 8時から午後 5時までとする。 

            としている。 

 いつのまにか、一方的に約束を破り、今日のよう

な強硬手段に出ているが抗議の市民が多くいてもい

なくても、約束は守るべきものである。このことに

関しても、北部土木事務所は「防衛局に申し入れを

しております。」という回答だけで、のらりくらり

と数年たっている。 

 塩川港に関しては、他にもいろいろな問題がある

が、紙面の関係上割愛する。 

 第 1回塩川デイに続き、不定期ではあるが、第 2

回、第 3 回と続けていこうという事になった。県 

民のみなさん、全国の皆さん、無理はせず塩川港に

来れる時は来てねー！ 

 「塩川デイ」の翌日から、また元の淋しい塩川港

にもどった。 

 辺野古問題に関しては、この国の三権分立がまっ

たく機能していないきびしい闘いの中で、それでも

あきらめず現場に立ち続ける仲間がいる。心から敬

意を表する。  （22.12.15）       

 

※ 第 2回「塩川デイ」は、 

 2023 年 2 月 21 日（火）、22日（水）に

予定しています。 

 

  ♢♢♢♢♢ 塩川・安波桟橋の闘いを支えよう ♢♢♢♢♢ 
  ♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢  辺野古土砂全協共同代表 大谷正穂  ♢♢♢ 

 

 2022年１２月にズームで行なった土砂全協代

表事務局会議は、連日少人数でも踏ん張っている

安和桟橋、塩川港の闘いに加わる人を増やそうと

「安和桟橋、塩川港の闘い支援基金」（仮称）を

設けることを確認しました。 

 細目は今後、役員会の討議を経て決めますが、

今年度活動方針の「現地の闘いを支えよう」に沿

って、土砂全協に沖縄県外から両地域の闘いに参

加する旨の申請があれば、会員個人、団体に関係

なく一律資金を助成しようというものです。 

 財源は取りあえず会計上の「旅費交通費」が考

えられますが、当然諸活動に支障がでることが予

想されます。細目を詰めたあと、目的を明確にさ

せたカンパを広く呼び掛けることになりますが、

どうか、その時にはご協力をよろしくお願いしま

す。 

 

「辺野古貸切バス」運行継続のため 

支援カンパにご協力を 

 

 沖縄平和市民連絡会から要請が届きました。2017年から「島ぐるみ会議」や『オール沖縄・那覇の会』

と協力して「辺野古新基地建設阻止」の現場行動を支えるため、｢辺野古バス｣の運行を毎日続けています。

コロナ禍で運行は大変厳しくなっています。運行継続のための緊急カンパの要請です。辺野古現場への参加

者の回復を図りつつ、運行の継続を実現していきたいと努力しています。辺野古貸切バス運行継続支援の

「輪を広げる」ため、辺野古土砂全協として支援カンパにご協力をお願いします。 

送金先 郵便振替 ０１７１０－５－８８５１１ 加入者名 平和市民連絡会 
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★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

   塩川の一日 ～ 抵抗と自治 ～ 
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 辺野古土砂全協共同代表 大谷正穂 ★☆★ 

 

 コロナ感染の拡がりでなかなか沖縄には行けず

に申し訳ない気持ちで過ごしていました。「塩川

デイ」のチラシを受け取り、「これは行かねば」

と気持ちが動きました。１１月２１日の午前は下

関で用事があり夜に名護に着きました。２２日は

久しぶりの塩川港へ。現場ではまだ人数も少なく

要領も飲み込めず（何しろ、普段のくらしでは車

の前は歩かない！）にいたものの、しばらくする

と心も身体も燃えてきました。だんだん参加者も

増してきて牛歩のやり方にも慣れて、塩川の一日

が始まりました。 

 
22.11.21 塩川港で（写真は北上田毅さんのブログより） 

 

 塩川港からは離島向け埋立て用材も運ばれて

いて、ダンプトラックの運転台には大きく「離島」

と書かれたカードが置かれています。最初は何

のことか分かりませんでしたが、進行の方がマ

イクを通じ「離島向けのダンプは通します。辺野

古埋立ての車は止めます」とアピールされ納得

です。止められている車列から離島向けの車が

前方を確認し列を離れます。参加者は誰も車を

止めません。マイクからは仕事へのねぎらいの

言葉が聞こえてきます。一方で辺野古埋立ての

ダンプは長い渋滞。ここには非暴力の抵抗と毅

然とした自治がありました。塩川港に時折り歌

が流れます。ギターからは調子を合わせるにふ

さわしい曲が響いてきます。曲に合わせ揺れて

いる体もアチラコチラに、見慣れた顔もありま

す、人数も増えてきました。 

 休息後、午後には人も更に増してきました。マ

イクが伝えます。「沖縄の各地から参加されてい

ます」「私たちは諦めません。辺野古新基地は造

らせません」散水車の撒く水でアスファルトの

地面には水たまりが方々に、警備の機動隊も人

数が足りないようで打合せが頻繁に、自由な意

思で市民の牛歩が様々に。機動隊や沖縄防衛局

は「ゆっくり歩くな」と命令しますが、私たちに

はこれが「法定速度」で、一生懸命に歩いている

背中を彼らに押されるとズッコケそう。若い彼

らには解からんだろうね。年若い参加者がダン

プに大きく礼をして牛歩をしています。ユック

リユックリと。ゆっくり歩くのは私たちには日

常でも、若い人には牛歩はきつかろうに。感動し

ました。１６時あたりから雲行きが怪しくなり

大粒の雨が落ちてきました。１６時３０分ごろ

に締めの集まりが持たれました。記録を担当さ

れた方から２１、２２両日のおおよその参加人

数や搬入されたダンプトラック台数の発表があ

りましたが、メモした自分の文字が雨で滲み判

読できません。あとで伺ったところ両日で３２０

人以上の参加があり、21日は２０６台、22日は２

３８台の搬入があり、通常の三分の一に抑えるこ

とができたということです。活動になによりも必

要なものは現場での参加感。大満足の一日でした

が、少ない人数で雨の日も、風の強い日も、太陽

が照りつける日も牛歩を続ける皆さんに、こたえ

られる運動を続けます。 

 朝、塩川港に行くときも帰る時も、バスの窓か

ら安和桟橋では少人数でも抗議行動を続ける人た

ちの姿が見えました。拝みました。ゲート前で座

りこんだ人たちもいます。みんな最後は一緒に勝

とうね。  （22.12.1） 
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⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙ 

 本部島ぐるみ会議が１１月 29日、  

沖縄県北部土木事務所と交渉 
⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙⋘⋙ 

22.11.29発信された北上田毅さんのブログ「チョイさんの沖縄日記」よりご本人の了承を得て抄録転載しました。 

 

 11 月 29 日は朝から名護へ行き、本部町島ぐるみ

会議の沖縄県北部土木事務所（以下、北部土木）と

の交渉に参加した。 

 

 我々本部町島ぐるみ会議は毎月、辺野古への土砂

搬送に使われている本部塩川港の管理問題について

北部土木と交渉しているが、この日の交渉は、11月

21 日の塩川デーの際、北部土木事務所職員が県民に

「速やかに歩いて下さい」「立ち止まらないで下さ

い」等と迫った問題が中心となった。 

 

 本部町島ぐるみ会議は、事前に以下の質問・要請

書を提出した。 

11月 21 日、本部塩川港での北部土木職員

による県民への妨害行為を謝罪すること 

 11 月 21 日、本部塩川港では本部町島ぐるみ会議

の呼びかけで「塩川デー」が開催された。多くの県

民が駆け付け、辺野古埋立て土砂を搬送するダンプ

トラックの前を横断する等の行動を行った。その際、

北部土木の職員数名が警察官と一緒に、県民に対し

「速やかに移動して下さい」「立ち止まらないで下

さい」と迫った。県職員のこのような行為は、防衛

局や警察等と一体となって県民の合法的な抗議行

動・表現行動を押さえつけ、辺野古埋立てを促進さ

せようとするものであり許されない。 

 辺野古新基地建設反対運動の中で、県職員がこの 

ように露骨に県民に対峙したことはなく、極めて重

大な事態である。当日の北部土木職員の行為につい

て、謝罪を求める。 

 

 この質問・要請書に対して、北部土木は「21日は

６名、22日は４名の職員が塩川に行った」「危ない

ですよ、危険ですよ」と声をかけたことを認め、「指

摘のような意図ではなく、港湾内での安全の確保等

のために行った」と弁明した。 

 

 この回答に、参加者からの批判が相次いだ。 

・「『速やかに歩いて下さい』や『立ち止まらない

で下さい』と迫ることは『安全対策』ではない。機

動隊と同じ行動で、結果として県民の抗議行動を止

めさせるためのものではないか？」 

・「安全対策というなら、歩行者だけに注意するの

でなく、ダンプ運転手への指導を何故しないのか？」 

・「これまで防衛局の警備員が抗議する県民を囲い

込み、大量のダンプ通行のために道路に穴が開き、

石が飛びケガ人が出たこともある。その時、安全対

策のため防衛局や業者を指導しなかったではない

か？」 

 こうした追及に、所長らは「安全対策」という言

葉を繰り返すだけで、具体的な回答は何もなかった。 

 特に、21 日、２台の違法ダンプトラックがあった 

ことが問題となった。１台は車検証不携帯、もう１ 

22.11.29 沖縄県北部土木事務所交渉 

白いヘルメット姿が沖縄県北部土木事務所職員 
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台はブレーキランプ切れだ。我々が県警に指摘し、

これらの車両は県警によってしばらく港内に停めら

れた。これらの違法ダンプは安全上も問題となるも

のだが、北部土木の職員らは現場で県警や防衛局と

も話をしていたにもかかわらず、全く知らなかった

という（所長は最終的に「防衛局に業者を指導する

よう伝えます」と回答した）。「安全対策」の対象

は、まず業者や防衛局なのだ。 

 時間ほどの交渉で、所長は最終的に「当時の対応

をもう一度、洗い直したい」「やり方がどうだった

かは、土木としても検討する」と約束し、来月に再

度、交渉することとなった。 

 なお、前衆議院議員の屋良朝博さんも 11月21日、

塩川港の行動に参加し、北部土木事務所職員の行動

を見ていたというので、今日の交渉にも参加された。 

  

ブックレット『また｢沖縄が戦場になる｣って本当ですか？』 
刊 ノーモア沖縄戦 命どぅ宝の会  (nomore-okinawasen.org) １冊：５００円 

 

 

 「南西諸島に攻撃拠点」 「住民巻き添えの可能性」 

 目を疑うような衝撃的な見出しが昨年 12 月 24 日の沖縄二紙の一

面に踊りました。対中国戦略のための「日米共同作戦」をスクープし

た、共同通信の石井暁さんが沖縄県民の前で、二度と沖縄を戦場にし

ないという強い使命感と記者生命をかけて明快に語った講演を完全再

現収録しました。 ぜひ多くの方々が手に取って読んでいただき、沖

縄戦が目の前に来ている窮状を知って、沖縄、日本が戦場にならない

ために共につながっていきましょう！！ 

 

【ご注文に際して】 

 ブックレットの注文ですが、大変反響が大きく、多くの注文を頂いて

おります。在庫不足などにより時間がかかってしまうという事態が起きています。そこで注文フォームを作

成しました。 注文はこちらで一元化致しましたので、必要事項を記入の上、お送り下さい。 

⇒ こちらをクリックして下さい。 http://nomore-okinawasen.org/3226/ 

 （「ノーモア沖縄戦 命どぅ宝の会」メールマガジンより） 

 注文は、名前・郵便番号・ご住所（建物名まで）・メールアドレス・注文冊数）をご入力下さい。 

 注文フォームからうまく送信できない場合は、info@nomore-okinawasen.orgへご連絡下さい。 

■ 送料について現在、以下の金額でご案内しております。 

８冊までは、180円～185円 ９冊のみ 370円 １０冊以上からは送料無料。 

■ お支払いについて 

 ブックレットにお支払額が記された振込用紙を同封いたします。下記までお振込み下さい。 

 （振込先） 【ゆうちょ銀行から振込される場合】 

    記号 １７０４０ 番号 ０１７４２０９１  名義 アラカキヒトミ 

       【ゆうちょ銀行以外の金融機関から振込される場合】 

    店名 七〇八（ナナゼロハチ）  店番 ７０８  預金種目 普通預金 

    口座番号 ０１７４２０９ 名義 アラカキヒトミ  

http://nomore-okinawasen.org/3226/
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 １２月１６日、「国家安全保障戦略」「国家

防衛戦略」「防衛力整備計画」を閣議決定し

た。その核になるのは防衛費の増額と防衛力の

拡大だが、琉球弧へ新設する基地への敵基地攻

撃能力を持つミサイル配備など憲法九条を無視

した大軍拡である。 

琉球弧の島々で行われていた大規模軍事演習

「キーンソード２３」最終日の１１月１９日、

広島平和記念資料館会議室で「ノーモア沖縄戦 

命どぅ宝の会」共同代表の山城博治さんを招い

て広島のつどいを開催しました。 

山城さんから、今年 2月に発足したこの会

は、オール沖縄会議が中心になり、辺野古新基

地建設反対の取り組みを進めてきたがそれでは

現在の情勢では不十分で、琉球弧の島々で強化

される自衛隊基地は再び沖縄を戦場にする懸念

がある。 

「琉球弧」という文言にもこだわり、東京

（中央政府）から見れば南西諸島かもしれない

が私たちは琉球弧と呼びたい。かつて沖縄戦

で、国体護持のための捨て石にされ、国内で唯

一の地上戦が行われ、住民を巻き込み多くの犠

牲を出した。この悲劇を再び起こさせてはなら

ないと経過を報告した。 

 今、与那国島、宮古島、奄美に基地や弾薬庫

がつくられ、石垣でも工事が進み、馬毛島は南

西諸島防衛の拠点基地の計画が動き出してい

る。くわえて、「中国脅威」を前面に出して

「南西諸島防衛強化」を名目に九州各地の基地

も強化されている。 

米の対中・対ロ戦略で１０月、「国家防衛戦

略（NDS）」を発表して、中国を「最も重要な

戦略的競争相手」としている。米軍の新たな戦

略の「遠征前進基地作戦（EABO）」によって、

琉球弧の島々が戦場になることが想定される。

EABOでは、米軍は有事になれば約 40の島々に

臨時拠点を置き、戦闘を展開していく。拠点の

要件としてインフラが整備されていること、つ

まり有人島であるとしている。米軍は攻撃目標

になるため、常設の拠点を置かずに移動しなが

らミサイル攻撃を行うというもので、後に残っ

た住民のことは考えていない。 

閣議決定した防衛三文書は NDSの方針に沿っ

た内容になっている。しかし実際に台湾有事が

起こったにしても米国は「一つの中国」の基本

方針は変えておらず、同盟関係ではない台湾有

事に参戦する可能性は低い。一方でバイデン民

主党政権に代わって、台湾海峡への米軍艦の航

行が増え、台湾への武器の売り込みを加速して

いる。 

このような状況の中、山城さんからは、「日

米の双方に、冷静に状況を判断し戦争を回避す

るための世論喚起を図り、大衆運動を作る。特

に沖縄県内における運動は重要で力強い全国発

信が必要となっている。また日米が連携する運

動をつくっていくことが肝要である」と述べ

た。 

 暴走する岸田政権、この動きを止めるために

も、選挙区である地元広島の運動は重要にな

る。防衛費増と軍拡反対の世論形成のために奮

闘したい。  （2022,12,18） 

 

 

 

 

 

 

11.19 「ノーモア沖縄戦 命どぅ宝の会」 広島のつどい 
                  広島と沖縄をむすぶドゥシグヮー事務局 新田秀樹 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

「アメリカが作り出す戦争」を知り、 

世界の市民と連帯する 

～ 谷山博史さんの講演を聞いて ～ 
∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 辺野古土砂全協共同代表 阿部悦子 ∽∽ 

 

22年 2月、松山で山城博治さんの講演会を開いたことをきっかけに発足した「ノーモア沖縄戦えひめの会」。学習会を

続けながら９月には与那覇恵子さん、１０月には谷山博史さんを沖縄からお招きして講演会を開催した。（次ページ参照） 

 世界の戦争と紛争の真っ只中で武器による被害

を受ける住民の側に立って長年支援して来られた

谷山さんや"日本国際ボランティアセンター

(JVC)"の方々のお働きに深い敬意を持った。戦争・

紛争の"現場"を、住民と共にいて経験し、理解す

る人々について一般のメディアはほとんど伝えて

いないことを知った。その多くの戦争が「アメリ

カが作り出した」という事実に改めて驚きを禁じ

えなかった。それらの国々は、カンボジア、イラ

ク、コソボ、アフガニスタンなど。（現在は日本

を使っての対中国包囲網だ！ウクライナの戦争も

準備した） 

 谷山さんが 4 年以上住まわれたアフガニスタン

への「アメリカの対テロ戦争」について。先般こ

の戦争にアメリカが負けて、自ら作った傀儡政権

を見捨てて、アフガニスタンから脱出したことが、

私たちにどれだけ伝わっているか？第一アメリカ

が負けた事実さえ我が国のマスコミは伝えていな

い。 

 谷山さんはちょっと面白い、印象に残る沖縄の

オバアの言葉を紹介された。「アメリカを撤退さ

せたタリバーンは偉いねぇ」と言われたとのこと。

戦前から基地問題でアメリカによる甚大な被害を

受け続けてきた沖縄の現実を嘆かれてのことなの

だろうけれど、沖縄では庶民の側から素朴に、「本

質」に迫る言葉が語られているのだ。 

 アメリカのポチでありつつ、日本もまた自国の

利益を求めて世界に出て行っているいくつもの事

実についても、私をはじめ初めて知る人が多かっ

たのではないか。 

 世界は今、環境破壊と資源・食糧の枯渇に気付

いてそのための争奪戦が始まっている。争奪され

ようとしているのは力のない、これまで自給自足

で生きて来た貧しい国の人々だ。多くがアフリカ

大陸だと地図を示してくださった。 

 このような中で食料自給率の低い我が国は、例

えば谷山さんが関わったアフリカ大陸南方のモザ

ンビークの農地（その面積は日本の農地の３倍）

を狙って政府が動き大企業の進出を助けていると。

しかもモザンビークの農民にはその情報の一切を

知らせずに…。 

 彼らが「日本国際ボランティアセンター」に連

絡をして来て、日本政府にその情報の開示をして

ほしいと求めたことをきっかけに、日本政府のあ

からさまな動きは封じることが出来たが、しかし、

今後の監視が必要だという。安倍元総理の「戦争

ができる国」への傾倒は、経済進出するために必

要な軍事力を付けて派兵する道筋をつけるための

ものだったことも、最後に"トーク"で登場した高

井さんから詳細に語られて、さらに明らかになっ

た。「日本の土地を外国が買い漁っている」など

とナショナリズムを煽る物言いがはびこる中で、

私たちは私たちの国が海外で何をしているのかを

知らなければならない。「ノーモア沖縄戦えひめ

の会」の度重なる学習会で「真実は歴史を学ばな

ければ分からない」と気付くのだが、谷山さんの

お話を聞いて、「現場を深く知らなければ真実は

分からない」と、重ねて思った。 （22.12.21） 
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22.11.10

愛媛新聞 

 

 

22.9.25 

愛媛新聞 

リモート学習会  
「大軍拡と大増税は 
    何のためか」 
～ 琉球弧と日本列島を 

   戦場にしないために ～ 

日時：1月 22日（日）13：30～ 

開催方法：リモート≪ＺＯＯＭ≫ 

講師 高井弘之さん 

（ノーモア沖縄戦・えひめの会運営委員） 

参加申込メールアドレス： 

ksueda@nifty.com（末田一秀） 

 

参加申込された方には後日、招待状とと

もに ZOOM の URL をご案内します。 

 

主催：辺野古土砂全協 
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 １２．１８ 北上田毅さん講演会を開催 

辺野古新基地建設の現状と南部地区の土砂問題 
－ 問われる玉城県政の姿勢 

                             

 

 土砂投入開始から４年。講演会の前段、浦和駅頭

で街宣と「オール沖縄会議」請願署名の呼びかけを

行いました。以下、北上田さんの講演要旨です。 

 

１．辺野古工事の現状  

 この４年間の土砂投入は 14％。辺野古側が進んで

も、大浦湾側の目途は立たず工程は縮まらない。11

月の塩川ディでは、現場での抗議行動に結集できれ

ば工事は止められることを示した（県北部土木事務

所との交渉については別掲）。 

  「沖縄タイムス」2022 年 12 月 14 日 

 

 いま辺野古側埋め立てと並行して、工事用仮設道

路と弾薬庫の再編整備工事が進んでいる。仮設道路

は完成すると、土砂搬入は早まることになる。辺野

古弾薬庫は、核密約で核兵器持ち込みが明らかにな

った施設で、米軍基地設置基準の高度制限にも違反

する。今回の安保３文書では自衛隊との共同使用を

明記、新たに５棟増設が合意されている。 

 県は、「設計変更承認」審査の際、何度も米日の

共同使用について質問しているが、防衛省は「考え

ていない」と繰り返した。この点は、政府が普天間

代替とする辺野古新基地の性格の根本的変更であ

り、埋立承認の前提が崩れる問題だ。 

２．辺野古訴訟と問われる県の対応 

 この間の裁判は、中身の審査に入ることなく門前

払いが続いている。現在、県が係争中の裁判は来年

には全て決着する。３つの選択肢が考えられるが、

玉城県政には毅然とした対応が求められる。 

①県が「設計変更申請」を承認、②国による代執行

訴訟、③昨年 11 月「不承認」とは異なる理由で再度

の「設計変更」不承認。 

 一方で、８月に住民による新たな抗告訴訟が、高

度制限区域内の原告を加えてスタートした。実質審

理が行われることを期待したい。 

３．裁判や工事の強行で、 

    事実を隠蔽することはできない 

 裁判の如何を問わず「軟弱地盤」の事実は残り、

現在の工法では地盤･護岸の安定性は確保できず、い

ずれ再度の設計変更申請が必要になる。大浦湾の環

境は致命的に破壊され、工事が完了しても滑走路･護

岸の沈下･傾きが相次ぎ、補修には莫大な費用と時間

がかかる。普天間基地は、長期間固定化されること

になる。政府の地震調査委は、今年３月この地域で

のＭ８～９クラスの巨大地震の恐れに言及した。津

波・浸水・核を含む危険物質の危険は、新たな「不

承認」理由になりうる。 

４．１月から熊野鉱山、採掘開始の可能性 

 業者から公害等調整委員会の和解案に基づく開発

届が提出され、来年１月から採掘が可能な状態にな

る。近郊を含む鉱山では埋め戻しすら行われていな

いものが多く、現状を放置したままの新たな開発は

許されない。現地では、１月４日から抗議と監視行

動が取り組まれる。  （22.12.20） 

 首都圏グループ 毛利孝雄  
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 沖縄県による「辺野古埋立承認撤回」を取消し

た国土交通大臣の裁決は違法だと、県が裁決の取

消しを求めた抗告訴訟で 12月 8日、最高裁は県の

上告を棄却。一度の弁論も行わないまま、「県は

訴訟を提起できない」「県に原告の資格はない」

とした一審・二審の判決が確定した。私人(国民)

の権利救済のための行政不服審査法を国（行政権

力）が使った裁決が適法かどうか、その中身の判

断を避けた。 

 松野官房長官は「沖縄県の訴えを不適法とする

国の主張が認められた」と語ったが、裁判所はそ

んな判断などしていない。司法と行政権力が結託

した茶番劇であり、「国の言うことは問答無用で

従え」という脅し以外の何物でもない。故翁長雄

志前知事は、県民の明確な民意が何度示されても

一切無視し「粛々と」建設工事を進める政府の態

度を「政治の堕落」と断罪した。それに習えば、

今回の最高裁判決はまさに「司法の堕落」ここに

極まれり、だ。 

 玉城デニー知事は判決について、「地方自治体

の処分に国が異を唱え知事の判断を取消す『裁定

的関与』は地方自治に反する」と述べ、「これは

沖縄の問題ではなく全国どこでも起こりうる」と

警鐘を鳴らした。地元メディアも「地方自治法に

より国と対等であるはずの地方自治体の自治権・

自立権を否定するものだ」と批判した。 

 これまで、辺野古新基地建設を巡る沖縄県と国

の訴訟は悉く、県が敗訴している。県の訴えの中

身には一切触れず「門前払い」する司法の在り方

は、三権分立をかなぐり捨て、民主主義と地方自

治を踏み躙り、社会正義を実現する「最後の砦」

としての役割を放棄した「自殺行為」としか言い

ようがない。 

 私たち新基地予定地周辺に住む住民も、県の抗

告訴訟と同様、国の裁決の違法性を訴える訴訟を

起こしたが、これも 22年 4月、那覇地裁で原告適

格なしとして却下され、現在、高裁に控訴中。 

 埋立工事を巡り、もう一つの訴訟が進行中だ。

埋立予定地の大浦湾側で見つかった軟弱地盤改良

工事のための設計変更申請に対する玉城デニー知

事の「不承認」について、国交大臣はまたも行政

不服審査法という同じ「手口」で取消しの裁決を

行った。これに対し沖縄県が提訴した 3 件の訴訟

のうち 2件について 12月 1日、福岡高裁那覇支部

で口頭弁論が開かれ、玉城デニー知事が意見陳述

した。 

 私たち住民も、知事の「不承認」を支持する新

たな抗告訴訟(原告 20 人)を提起した。県（行政）

よりも、基地の被害を直接受ける住民の方が原告

適格を認められやすい。「原告適格」の関門を突

破すれば、国の違法性を問う中身の審理に入れる。

その可能性を探りつつ、同時に「堕落」した司法

を糺す気概を持って取り組んでいきたい。 

 何より頼もしいのは、「辺野古弁護団」に結集

する弁護士さんたち（今回の訴訟でも 40人近い弁

護士が私たち原告の「代理人」に名を連ねる）の

奮闘ぶりだ。「法」という自分たちの土俵で正義

を実現したいと、過去の判例やあらゆる資料を精

査し、互いに議論し合い切磋琢磨しながら、全て

手弁当で頑張る彼らに、私たち原告団は引っ張ら

れていると言ってもいい。設計変更不承認を巡る

住民の抗告訴訟は、那覇地裁での第 2 回口頭弁論

が 1 月 31 日に予定されている。  （22.12.16） 

 

 

「司法の堕落」 極まれり 

地方自治を否定した 

「埋立承認撤回」最高裁判決 
ヘリ基地いらない二見以北十区の会 浦島悦子 

 

 

沖縄からの便り 

≪連載 №1７≫ 

いちゃりば 
ちょーでー 
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インフォメイション 
  
 

リモート学習会 「大軍拡と大増税は何のためか」 
～ 琉球弧と日本列島を戦場にしないために ～ 

日時：2023年 1 月 22日（日）13：30～ 開催方法：リモート≪ＺＯＯＭ≫ 

講師 高井弘之さん（ノーモア沖縄戦・えひめの会運営委員） 

参加申込メールアドレス：ksueda@nifty.com（末田一秀）  

主催： 辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会 
 
 

♦ 2023 年 1 月 7 日（土） 

 三上智恵監督作品上映会 

 「標的の村～風かたか～」   同時上映 

「風の記憶～湯布院・日出生台 1996-2022」 

 16：30～ 「標的の島」  カンパ：８００円 

 18：40～ 「風の記憶」 

 瓦町フラッグ８階高松市市民活動センター会議室 

♦ 1 月 14 日（土） 

 三上智恵監督講演会  

 戦争の惨禍をくり返さないために 

  ～ わたしたちが今、問われていること ～ 

 日時：13：30～  カンパ：８００円  

 会場：香川県社会福祉総合センター第一中会議室 

  上記、2 つのイベントは 

 主催 かがわ市民運動ネットワーク 

   （辺野古に基地をつくらせない香川の会） 

 連絡先：090-8698-2114 

♦ 1 月 27 日（金） 

 「建白書」10 年日比谷野音集会＆銀座デモ 

 18：30～ 日比谷野外音楽堂 集会後銀座デモ 

 主催：「止めよう！辺野古埋め立て」国会包囲実行委 

 問合せは、毛利 080-1054-0409 まで 

 

♦ 1 月 28 日（土） 

 高井弘之さん講演会 in 横浜 

 東アジアで戦争を呼ぶのは誰か 

  ～ 中国包囲網・琉球弧での日米戦争計画 ～ 

 日時：16：30～  資料代：800 円 

 会場：かながわ県民センター 301 号  

 連絡先：070－6481－4362 080－6542－5329 

♦ 1 月 29 日（日） 

 高井弘之さん講演会 in 東京・葛飾 

 東アジアの平和と日本国憲法 

  ～ だれが戦争をのぞんでいるのか ～ 

 日時：14：00～  資料代：500 円 

 会場：かつしかシンフォニーヒルズ別館 4 階ラベンダー 

 連絡先：080-3566-0953（鈴木） 

 

≪高井弘之さん≫ 

1955 年生まれ。愛媛県今治市在住。

「ノーモア沖縄戦・えひめの会」運営

委員。『東アジアで戦争を呼ぶのは誰

か？－中国包囲網・琉球弧での日米

戦争計画』『「北朝鮮」をめぐる問題

の冷静な認識と理解に向けて―解放後の挑戦にとって日・

米とは何 か』等、著書執筆 
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